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！営利目的での無断転載を禁じます。学術研究など非営利目的で使用される場合でも、事

前に作成者までご連絡ください。

＊季節や時間帯によって、指定席の一部が自由席に（またはその逆に）変更になる列車が

あります。

＊乗り込み調査データ欄の車両番号などは、原則として車いす対応座席付き車両のものを

記しました。

＊「あさぎり」（３７１系電車）の編成は「私鉄有料特急列車の編成表」の小田急電鉄の欄

をご参照ください。

参考資料 『鉄道ジャーナル』月刊、鉄道ジャーナル社

『ＪＲ電車編成表 '０５冬号』ジェー・アール・アール

記号の説明

号車番号欄 細字＝禁煙車、ゴシック体＝喫煙車、斜字＝受動喫煙車（下記注を参照）

＊印＝増結車（連結しない列車があります）

車内設備欄 指＝指定席、自＝自由席、グ＝グリーン車、展＝展望席、定＝定員制

個＝個室（セミコンパートメント等を含む）、Ｓ＝喫煙コーナー

Ｈ＝車いす対応座席、ｈ＝車いすスペース、Ｍ＝多目的室

Ｂ＝車いす対応トイレ（ベビーベッド（おむつ交換台）有）

Ｗ＝車いす対応トイレ（ベビーベッド無）

ｂ＝車いす非対応トイレ（ベビーベッド有）

ｗ＝車いす非対応トイレ（ベビーベッド無）

Ｐ＝テレホンカード式公衆電話（車いす対応）

ｐ＝テレホンカード式公衆電話（車いす非対応）

Ｖ＝飲料自動販売機（車いす対応）、ｖ＝飲料自動販売機（車いす非対応）

Ｋ＝売店、ｋ＝車内販売準備室、Ｃ＝車掌室

注：「受動喫煙車」

喫煙車に隣接した禁煙車のこと。隣接する喫煙車から流入するたばこ煙によって、両側

を禁煙車に挟まれた禁煙車両と比べて著しく高い、環境基準をオーバーする高濃度の粉

じんが営業列車での測定調査において検出されていることから、受動喫煙を防止できて

いない車両であると考えられます。この調査を２００４年秋に実施した、産業医科大学

（福岡県北九州市）産業生態科学研究所の大和浩教授が、仮に命名したものです。

なお本表では、デッキなどに喫煙コーナー（名称は会社により異なります）が設置され

ている禁煙車の客室内においても、程度の差はあれ同様の問題が発生している可能性が

考えられることから、これに該当する車両も受動喫煙車と同様に斜字で示しました。



ＪＲ東海在来線特急列車の編成表

（２００７年１月２０日現在：車いす対応座席を設置している列車を中心に）
2

東海道本線「東海」（３７３系６両編成）

東海道本線「ムーンライトながら」（３７３系９両編成、夜行快速列車）

身延線「ふじかわ」（３７３系３両編成）

飯田線「伊那路」（３７３系３両編成）

＊９両編成は東京～静岡間の普通列車（全車禁煙自由席）としても運転されます。

＊６両編成は沼津～静岡～浜松間の「ホームライナー」としても運転されます。

＊「ふじかわ」は富士～静岡間逆向き（静岡方が１号車、富士方が３号車）。

＊①④⑦号車の１３番Ａ席（東海道本線内で海側）が車いす対応座席です。

＊②③⑤⑥⑧⑨号車の車端部にはセミコンパートメント（すべて指定席）があります。

※乗り込み調査実施記録 ２００６年１２月２１日（木曜日）

東京２３時４３分発「ムーンライトながら号」

車両番号・①号車＝クハ３７３－１０（Ｆ１０編成、製造年・メーカー名は失念）

←大垣 （ムーンライトながら） 東京→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

指HpB ｺ指ｺ ｺ指 指HpB ｺ指ｺ ｺ指 指HpB ｺ指ｺ ｺ指

←静岡 （東海） 東京→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

指HpB ｺ指ｺ ｺ自 指HpB ｺ自ｺ ｺ自

←甲府 （ふじかわ） 静岡→

←飯田 （伊那路） 豊橋→

① ② ③

指HpB ｺ自ｺ ｺ自

中央本線「しなの」（３８３系）

＊名古屋～瑞浪・中津川間の「ホームライナー瑞浪」「ホームライナー中津川」としても運

転されます。

＊①号車（１０両編成では⑦号車も）の木曽谷側に多目的室があります。

＊②号車（１０両編成では⑧号車も）の１Ｄ席（木曽谷の反対側）が車いす対応座席です。

※乗り込み調査実施記録 ２００７年１月１６日（火曜日）

名古屋７時０５分発「しなの１号」

車両番号・②号車＝モハ３８３－４（Ａ４編成、１９９６年・川崎重工製）

←長野 名古屋・大阪→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

展グMB kpH指 指b 指v 自b 自

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ＊⑦ ＊⑧

展グMB kpH指 指b 指v 指b 指 自b 自

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ＊⑦ ＊⑧ ＊⑨ ＊⑩

展グMB kpH指 指b 指v 指b 指 グMB kpH指 自b 自
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中央本線「しなの」（３８１系）

＊臨時列車でのみ運転されます。

←長野 名古屋→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

展グkw 指w 指 指w 自 w自

中央本線「セントラルライナー」（３１３系、快速列車）

＊多治見～中津川間は全車自由席（乗車整理料金不要）で運転されます。

＊名古屋～中津川間の普通列車（全車自由席）でも運転されます。

＊③⑥号車の２Ａ席（下り列車で進行方向右側）が車いす対応座席です。

※乗り込み調査実施記録 ２００７年１月１６日（火曜日）

名古屋１０時３０分発「セントラルライナー３号」

車両番号・③号車＝クハ３１２－８００６（Ｂ２０６編成、２００１年・日本車両製）

←名古屋 中津川→

① ② ③ ＊④ ＊⑤ ＊⑥

指HB 指 指 指HB 指 指

関西本線、伊勢鉄道、紀勢本線「南紀」（キハ８５系）

＊名古屋～四日市間の「ホームライナー四日市」としても運転されます。

＊③号車の１３Ａ席（山側）と１３Ｄ席（海側）が車いす対応座席です。

※乗り込み調査実施記録 ２００７年１月１６日（火曜日）

名古屋８時１４分発「南紀１号」

車両番号・③号車＝キハ８５－１１０２（１９８８年・富士重工製。車いす対応座席設

置などのバリアフリー化改造工事の施工年・実施個所名は不明）

←紀伊勝浦 名古屋→

① ② ③

指w 自kvp BH指

関西本線、伊勢鉄道、紀勢本線、参宮線「みえ」（キハ７５系、快速列車）

＊①号車の１１・１２番ＡＢ席部分（山側のボックス席）が車いすスペースにできる跳ね

上げ座席になっています。

※乗り込み調査実施記録 ２００７年１月１６日（火曜日）

名古屋１０時３０分発「みえ３号」

車両番号・①号車＝キハ７５－４（１９９３年・日本車両製）

←鳥羽・伊勢市 名古屋→

① ② ＊③ ＊④

指自phW 自 自phW 自
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高山本線「ひだ」（キハ８５系）

＊飛騨古川～富山間は２００４年の台風２３号による災害のため長期運休中です。

＊名古屋～岐阜間では逆向き（岐阜方が１号車、名古屋方が１０号車）。

＊④号車の１３Ａ席（高山本線内で東側）と１３Ｄ席（同・西側）および⑧号車の１３Ａ

席（同・西側）と１３Ｄ席（同・東側）が車いす対応座席です。

＊下表４両編成の②号車など（普通室とグリーン室との合造車）では、両室の間に仕切り

壁があるため、グリーン席では受動喫煙が発生していないと考えられます。

※乗り込み調査実施記録 ２００７年１月１６日（火曜日）

名古屋８時４３分発「ひだ１号」（下表のうち一番上の７両編成）

車両番号・③号車＝キハ８４－９（製造年・メーカー名は失念）

⑧号車＝キハ８５－１１０３（１９９０年・日本車両製。車いす対応座席設

置などのバリアフリー化改造工事の施工年・実施個所名は不明）

←大阪・名古屋 高山・飛騨古川・富山→

① ② ③ ④ ⑧ ⑨ ⑩

指w 指 グC pkv自 BH指 指HB v自 bMpグ

└――――名古屋～高山――――┘└―名古屋～飛騨古川―┘

（富山）

① ② ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

指w 自kvp BH指 指w 指 グC pkv自 BH指

└――-大阪～高山-――┘└―-名古屋～高山・飛騨古川-―┘

① ② ③ ⑧ ⑨ ⑩

指w 自kvp BH指 指HB v自 bMpグ

└――名古屋～高山――┘└―名古屋～飛騨古川―┘

① ② ③ ④

指w 指 グC pkv自 BH指

└――名古屋～高山・飛騨古川――┘

① ② ③

指w 自kvp BH指

└――-名古屋～高山-――┘

以上


